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感女マーガンディヤーの場誨
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罰ぼ叫甲耐‐   (サーマーグァティーとマーガンディヤーあ冤に関する諄詢 と その

関連テキストを比較する この二つの小置は連続したもので 実驚のバラモン女ヤーガンディヤ
ーがブッグに敗意を抱くようになつた饉緯や 彼女が 夫ウデーナ王のもう一人の妃 サーマー

ヴァティーを譲殺し 後にその婁を■かれ 処刑されるまでを語る.
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醸 I糧』 r機本説一切有都目奈輌  (漠 蔵 棄訳)な どにある偶頌や物い i羊げられる
なお これらの関連テキストは U“融 湖 o中の二1薔全般にわたつて重まするものではなく
いわば「部分一致Jこ留まるものが多い また 物語の極旨にも菫異がみられるため U¨ 証如
そのものの成立過程について考察する一助となるだけでなく lAall話の変遷をみる上でも員囃

深い事例となり得る

2清 水 洋平 (大谷大学 非常動績鉤

大容大学が所議す るタイニ室警賤パー リ語貝案写本の来曖について

大容大学には 百年余り前にタイ(シャム)王彗から費贈されたとされるパー帰 貝秦写本

“番 (『大容貝薬])が所蔵されている パー リ語貝案写本の集成としては国内で最大級である。

桟 表では この「大容貝奏!の来歴について 明治 33年 ●900年 )『仏書利を迎∫の際に

シャム王章から寄贈とされる従来説を 1,世颯末に活秘 ヒした口本人留判磯の動向を交えて再

検討 し 文歴への新たな説を修示する

。 平木 光二 ∝ 畿大学酔師 東方学院講師

ミャンマーのムス リムと仏崚徒の民族 宗教間衝突

平穏な仏敏鷲の国の印象が強いミャンマーだが テインセイン新政権が発足 した 20H年以降

目蘭苺の規IIlが緩やうヽ こなった篠ネ 比l・のなかには鉱山労働者の,藩を支披 したリ ムスリム

を^イ トスピーチで激 しく攻撃し国民を扇動するクィーラトヮー比このごとき僣までが出,す
るにいたった

本発表で ま今日深刻な国際問層になっているミャンマーのムスツムとビルマ仏教従関の対立

(ないし融和)の問題を考えるにあた,この数trの F●5に ミャンマ~の国内外で起こぅた事件

事像とそれに関わる言説苺を沼介することを目的とする
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撮かれるヽ ビとネズミとオウムの報恩面 は 中国の『六度集錮 に収棄された
時点で洪水鷲語となり 絆々なモチーフが導入され 大きく変容している 日本には 吟 苦物語

集』に「六震集回 そのままの形で伝わっている また 韓国では「モタト,ョ ン (木道令)J

という人蕪創せ神饉にと,いれられており 多様なヴァリエーションをもち 菫話イともされて広

く洸布している これらの変客とその背景について明ら力ヽこしていく

5天野 信 (籠谷大摯非常助簾m
二帰依の商人 と燃度仏授記

釈事の成道後まもなくして 釈専と対面した二人の商人が 41と法に帰よし (二帰伏〉 仏牧

史上 最初のを訂 ま普 (I婆∋ となったエビソー ドは パーリ驚をはじめ 各部派の文献に伝

承されている_

一方 然爆仏授記とは 過去■において R単が幡来の成

`ム

苺定を過去仏である燃燈仏によつ

て告げられるというた内容のエピソー ドである 燃建仏授記は ジャータカ菫・・ あるニダーナカ

ターがそ うであるように 仏伝テキス 0冒 景にお力れ る場合が多い

上記二つのエピノー ドは 一見 関連性がないように思えるのだが 『 四/‐F』 や ト ホ行

楽遷』では この二0は接0され 一つのエビツー ドとして伝承されている また玄柴の 子大膚

西壌赳 にも  ‐のエピノー ドの規宿性を示唆する報告内容が存在する

本発表では このほ 形爛にな目し 艤燈仏糧記バ _6テキス トの一事蔭として薇立される過

程で、二帰依の商人のエビツー ドが重要な意味をもつものであることを指機する.
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dコ認における奎術城神変について

釈尊が興数 と神力を競うという
―

変Jは F義足理 をはじめ多くの文献資llに内

包され また 美術資料にも作例が棲数存在する点で 淑車の伝記の中で有名な話の一つとして

知られる さらに 籍つかの力歓では この話は 超自然的な力に対する仏数の立場を示すとい

う役嵩をも世つている 本発表では 勧 動
"″

●●●l"晟″瘤に含まれる 嗜 術城神変]を検討

し 他の文献に合まれろ話と比較することで 相互の関係を探る.


